
特定非営利活動法人 難民を助ける会 

「カルフール地区における衛生環境改善及び衛生啓発事業」 
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① 建設中の通気改良型ピット式トイレ。9月中旬に竣工予定である。 

（フレール・セザール校にて、2014年 8月 25日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② バケツやほうき、ゴミ箱等の衛生用品を対象 5校へ供与した。 

（オリゾン・デュ・サボワール校にて、同校校長（中央）と当会平間亮太駐在員。 

右から 2番目。2014年 5月 23日撮影） 
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③ 当会が供与した手洗い用バケツを使用し、手洗いする児童たち。 

（オリゾン・デュ・サボワール校にて、2014年 5月 29日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 教師への衛生教育講習会（1回目）実施の様子。参加型教育の基礎となる、児童心理に

ついての講義に、熱心に耳を傾ける教師たち。 

（2014年 4月 3日撮影） 
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⑤ 教師への衛生教育講習会（2回目）の様子。衛生教育用の視覚教材を使用し、感染症の

原因や経路等について学ぶ参加者。（2014年 4月 28日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 当会職員による、各校へのモニタリング訪問を実施した際に、講習会参加者の教師が

当会が供与した視覚教材を使用し、衛生教育を実践していることを確認した。 

（オリゾン・デュ・サボワール校にて、2014年 5月 29日撮影） 
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⑦ 保護者への衛生講習会の様子。視覚教材を見ながら、感染症の原因について話し合う

保護者。講習会後、当会スタッフが家庭訪問を実施し、保護者が家でも子どもと衛生につ

いて話をするようになったことなどを確認した。右端は池上亜沙子駐在員。 

（ファランドール・ミルナ校にて、2014年 7月 1日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 学校運営管理講習会の様子。各校が運営管理上の問題を分析し、衛生設備の維持管理

や衛生用品の定期的な購入ができるよう、解決策について話し合った。 

（2014年 5月 29日撮影） 


